
豊かな海・川の実現を目指す水産研究所の研究成果を紹介します。

日 時：令和６年３月1２日（火） 1３時３０分から1６時まで

場 所：岡山市北区下石井2-6-41 ピュアリティまきび2階「千鳥」

開催次第
（１）開 会 13:30～
（２）挨 拶
（３）成果発表

①岡東浄化センターにおける栄養塩管理運転の影響調査
（漁場環境研究室 高木秀蔵） 13:35～14:00

②地魚をもっとおいしく食べるには
（海面・内水面増殖研究室 竹本浩之） 14:00～14:25

（休憩15分）

③岡山県におけるマダコ種苗生産技術開発
（栽培・資源研究室 亀井良則） 14:40～15:05

④岡山県産天然由来アユの量産に向けた親魚養成及び採卵技術の確立
（栽培・資源研究室 西林 伸） 15:05～15:30

パネル展示（13:00～16:00）

（４）閉 会

岡山県農林水産総合センター水産研究所
電話番号 0869-34-3074
FAX番号 0869-34-4733

メール suishiken@pref.okayama.lg.jp



令和５年度研究成果発表会

岡山県農林水産総合センター水産研究所の研究成果を関係業界や一般県民に分かりやすく紹介し，
理解と関心を深めてもらうため，研究成果発表会を開催します。

日 時：令和6年3月12日（火） 13時30分から16時まで（受付13時から）

場 所：岡山市北区下石井2-6-41 ピュアリティまきび２階「千鳥」

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
研究成果発表 13:35～15:30

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

①岡東浄化センターにおける栄養塩管理運転の影響調査（漁場環境研究室 高木秀蔵）
海域の貧栄養化対策として実施されてきた下水処理施設における栄養塩管理運転について、ノ

リ漁場への供給効果、周辺生物への影響等を含めて総合的に評価した結果について紹介する。

②地魚をもっとおいしく食べるには（海面・内水面増殖研究室 竹本浩之）
味覚センサを用いてクロダイの調理（加熱、熟成）による味の変化を分析し、季節毎に適した

調理方法を検討するとともに、〆方による鮮度保持効果の違いや海水冷却装置の使用による漁獲
物のへい死低減効果を明らかにするなど、地魚をおいしく食べるための取組について紹介する。

③岡山県におけるマダコ種苗生産技術開発（栽培・資源研究室 亀井良則）
近年、漁獲量が減少しているマダコについて、生態的特性に応じた飼育方法による種苗生産試

験、産卵とふ化の制御による大量の種苗確保を可能とする技術開発の取組について紹介する。

④岡山県産天然由来アユの量産に向けた親魚養成及び採卵技術の確立（栽培・資源研究室 西林 伸）
冷水病耐性が高い天然由来アユ種苗を生産するため、天然遡上アユを閉鎖循環水槽で飼育して

親魚養成し、受精卵を作出するための技術開発の取組について紹介する。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
パネル展示 13:00～16:00

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

会場後方において、「岡山県海域における簡易なガラモ場再生手法の検討」「クロダイによる
養殖ノリ食害対策に関する研究」「近年の養殖マガキの成長に影響を及ぼす環境要因の検討」
「ダム湖の陸封アユを増やす取組」のパネルを展示します。


